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多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
い
男ひ

と女
が
か
が
や
く
桶
川

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は

市
の
基
本
計
画
で
は
、施
策
の
柱
の
ひ
と
つ
に「
だ

れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
」
と
し
て
、『
高

齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
、
生
活
に
困
窮
し
た
方
々

な
ど
、
社
会
的
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
各
種

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
』
と
し
て
い
ま
す
。

課 

題

外
国
籍
の
方
は
、
仕
事
や
生
活
な
ど
様
々
な
場
面

に
お
い
て
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
か
ら
困
難
を
伴
う

場
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
言
葉
」
に
お
い
て

も
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

市内で暮らす外国籍住民数の推移

742人

501人

318人
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シ
ョ
ン
を
と
り
に
く
く
、
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
婚
姻
に
よ
り
日
本
に
定

住
す
る
外
国
籍
の
女
性
は
、
在
留
資
格
更
新
時
に
日

本
人
配
偶
者
の
同
意
を
要
す
る
た
め
、
地
位
が
不
安

定
と
な
り
、
弱
い
立
場
に
な
り
が
ち
で
す
。

安
心
し
た
暮
ら
し
の
た
め
に

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
外
国
籍
の
方
が
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
手
助
け
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
語
教
室
な
ど
が
市
内
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
外
国
籍
の
方
の
た
め
に
、
同
じ
地
域
で
暮
ら

す
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
31
年
４
月
に
出
入
国
管
理
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
日
本
で
働
く
外
国
人
を
対
象
に
新
た
な
在
留
資
格
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
日
本
で
働

く
外
国
人
労
働
者
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
「
外
国
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
現
状

や
課
題
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

市内で日本語を勉強している３つの団体10か国20人に聞きました

今
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
翻

訳
ア
プ
リ
な
ど
、
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
、
手
軽
で

便
利
な
機
能
を
持
つ
も
の
が
増
え
て
い

ま
す
。
文
化
や
習
慣
が
異
な
る
か
ら
こ

そ
、相
手
の
こ
と
を
「
知
り
た
い
」「
学

び
た
い
」
そ
し
て
「
考
え
た
い
」
気
持

ち
が
育
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

桶
川
で
学
ん
で
い
る
外
国
人
の
意
見

か
ら
も
、
日
本
と
外
国
の
文
化
や
考
え

方
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
互
い
を
尊
重
し
、

理
解
を
深
め
る
よ
う
な
交
流
を
、
自
分

ら
し
く
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

※「
男
女
共
同
参「
学
」」、「
知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私

の
人
生 

私
が
つ
く
る
」…
２
０
１
９
年
度
の
男

女
共
同
参
画
週
間（
毎
年
６
月
23
日
～
29
日
）の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム（
本
誌
16
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲
載
）」を
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

―
以
前
、
お
二
人
は
外
国
に
住
ん
で
い

ら
し
た
そ
う
で
す
ね
。

夫
妻
▼ 

は
い
。
中
国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

タ
イ
で
日
本
語
を
教
え
て
い
ま

し
た
。

妻
　
▼ 

慣
れ
な
い
外
国
生
活
で
夫
と
協

力
し
て
３
人
分
以
上
の
力
を
発

揮
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

―
日
本
語
教
師
以
外
の
活
動
は
？

夫
妻
▼ 

外
国
人
と
一
緒
に
日
本
の
小
中

学
校
で
、
外
国
の
文
化
を
紹
介

す
る
な
ど
、
国
際
理
解
を
深
め

る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
外
国
人
と
接
す
る
時
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。　

夫
妻
▼ 

ま
ず
、
相
手
の
国
の
言
葉
で
あ

い
さ
つ
を
す
る
事
か
ら
始
め
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

・夫婦は家事も平等。（台湾/50代/
女）

・日本では女性の家事・育児の負担
が大きい。（アメリカ /50代/男）
・女性の姓は結婚しても変わらない。
（台湾/30代/男）
・ベトナムでは女性が結婚しても仕
事を続けている。男性は料理も自
分でする。（ベトナム /20代/男）

・中国の男性は日本の男性より家事
を手伝う。（中国/30代/女）

・子どもの日本語の勉強にもっと力
をかしてください。（フィリピン
/50代/女）

自由意見より出身国は？

・台湾	 5人
・ベトナム	 4人
・中国	 3人
・タイ	 2人
・その他	 6人

日本で男女差別
を感じたことは
ありますか？
・ある	 9人
・ない	 8人
・無回答	 3人

日本に来た理由

・結婚	 9人
・仕事	 8人
・学校	 2人
・その他	 1人

「ある」と感じた
人のうち、どこで
感じましたか？
・職場	 4人
・家庭	 3人
・その他	 2人

市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

『
日
本
語
を
通
し
て
』

柴野たまのさん、明徳さん

　

長
年
、
日
本
語
の

教
師
と
し
て
、
国
内

外
で
外
国
人
の
方
々

と
関
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
柴
野
明
徳
・
た
ま

の
夫
妻
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
参「
学
」」、

「
知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る
」※

「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
て

昨
年
８
月
、
国
立
女
性
教
育
会
館
で

開
催
さ
れ
た
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
特
別
講
演
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
ニ
コ
ー
ル
・
Ａ
・
ゴ
ー
ド
ン

さ
ん
で
す
。

彼
女
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
生
局
員
と
し
て

日
本
国
憲
法
草
案
作
成
に
携
わ
り
、
第

14
条
「
法
の
下
の
平
等
」、第
24
条
「
両

性
の
平
等
の
原
則
」
の
条
文
の
作
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、
ベ
ア
テ
・

シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
の
娘
で
す
。

「
母
は
５
歳
か
ら
日
本
に
住
み
、
封

建
的
な
家
庭
に
縛
ら
れ
て
い
た
日
本
女

性
を
解
放
す
る
た
め
、
22
歳
の
時
に
語

学
力
を
活
か
し
て
草
案
作
り
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
母
の
思
い
を
ぜ
ひ
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ア
テ
さ
ん
の
生
涯
を
た
ど
る
展
示

と
、
日
本
語
で
憲
法
草
案
に
込
め
た
思

い
を
話
す
生
前
の
ビ
デ
オ
か
ら
、
日
本

女
性
へ
の
強
い
思
い
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
男

女
平
等
と
い
う
、
ベ
ア
テ
さ
ん
か
ら
の

贈
り
物
を
、
今
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち

は
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。�

《
編
集
委
員
Ｉ
》

作
成
協
力
：
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
情
報

　
　
　
　
　
「
か
が
や
き
」
編
集
委
員

市
で
は
、
国
や
県
な
ど
が
主
催
す
る

男
女
共
同
参
画
研
修
な
ど
に
参
加

す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

男 女 共 同 参 画 コ ー ナ ー

ア ソ シ エ
市役所2階の男女共同参画コーナーアソシエ

では、パネル展示や図書の貸出を行っています。
あわせて、男

女共同参画に関
する意見交換の
場としてご利用
ください。

女性としての様々な悩み…
仕事や職場、夫婦や子ども、友人や自分自身など、

誰にも話せなかった悩みを話してみませんか？県外の
女性相談専門のカウンセラーが相談をお受けします。
と　き▶	毎月第2・４月曜日（原則）　予約制
	 午前10時～正午、午後１時～４時
	 相談時間は１人50分
ところ▶	市役所相談室

女性相談
～フェミニストカウンセリング～

Ｑ１ Ｑ２

Ｑ３ Ｑ４
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